
 

 

 

 

                              
 

未来を生きていく自分にとって、 

社会をどう捉えていくのか、協同組合論を通して考える 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

１）本講義「協同組合論」の概要、改めて協同組合とは 

 ・サードセクターとしての協同組合―社会をささえる一つのしくみ 

 ・資本主義経済が進展する中で協同組合の相互扶助・相互自助の必要性 

・協同組合は地域社会に関与してこそ、その力を確認されたといえる 

 ・協同組合間協同で、地域の未来をきり拓く 

２）協同のもつ力と可能性―協同により地域と人のつながりを活かす 

 ・人と地域のつながりで、市場を是正し品質を高める 

 ・制度の隙間を埋め、対応力を高める 

 ・個人の尊厳を尊重する 

３）協同組合および社会共生の担い手・主体について考える 

 ・市民の課題が一番よくわかるのは市民（当事者性）―本来、人が持つ協同性

が発揮されないのはなぜなのか 

 ・人間の本質を科学性・共同性・主体性の総合と把握する―「知る・学ぶ・分

かる」が必要となる 

・総合力の発揮と、共益と公益の両方の追求―排除する社会から包摂へ 

４）協同組合および社会共生のための課題 

 ・現在の延長線上だけではない取り組みとして、発想の転換と仕組みづくり 
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青木 雅生／三重大学人文学部教授 

 

第 15回（1月 30日）：受講 43名（受講生 40名・聴講＆スタッフ 3名） 

青木雅生教授（代表講師）による最終講義は、協同組合論を通して社会とそ

の時代を生きていく自分はどう考えるのかの提起で講義が展開されました。 

賀川豊彦の精神「生協（協同組合）は、事業と同時にたすけあいの組織であ

り、明日をきり拓く運動である」ことが現代的に捉え直される。青木教授がメ

ッセージを交えて語られました。 
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第１５回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（３年生） 

 
Ｂさん（３年生） 

 

 



Ｃさん（４年生） 

 

Ｄさん（２年生） 

 
Ｅさん（２年生） 

 



Ｆさん（４年生） 

 

Ｇさん（２年生） 

 

Ｈさん（２年生） 

 


